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社会福祉協議会だよりさ
かい

み なと
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　十
一
月
一
日
に
第
三
十
七
回
境
港
市
民
社
会

福
祉
大
会
を
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市

民
・
関
係
者
な
ど
約
三
五
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
社
会
福
祉
関
係
者

な
ど
多
数
の
市
民
が
一
堂
に
会
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方

が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を

顕
彰
し
、
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　開
会
後
、表
彰
式
が
行
わ
れ
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

高
木
会
長
か
ら
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
四
七
名
へ
、
境
港
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協

会
・
遠
藤
会
長
か
ら
身
体
障
が
い
者
福
祉
へ
の
功
労
の
あ

っ
た
方
々
三
名
一
団
体
へ
、
境
港
市
共
同
募
金
委
員
会
・

中
村
会
長
か
ら
共
同
募
金
運
動
で
功
労
あ
っ
た
方
々
九
名

に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
「
お
達
者
落
語
会
」
と
題
し
て
、
第
一
部
で
は

春
雨
や
落
雷
師
匠
に
よ
る
江
戸
古
典
落
語
「
抜
け
雀
」
が

披
露
さ
れ
、
第
二
部
で
は
ス
ー
ツ
姿
で
安
部
正
之
医
学
博

士
の
立
場
か
ら
「
笑
い
と
免
疫
力
、
そ
し
て
健
康
」
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
部
先
生
の
楽
し
い
お
話

と
豪
快
な
笑
い
声
に
、
会
場
内
は
終
始

笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
笑
う
こ
と
で
ガ
ン
細

胞
が
消
え
る
と
言
わ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
も
っ
と
笑
っ
て
い
き

ま
す
。」
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

携帯電話からはこちらの
ＱＲコードでご覧になれます。

春雨や落雷師匠による落語
（医学博士：安部正之氏）

●一般寄付・香典返しご寄付芳名録
　／渡地区 認知症徘徊者見守り訓練

・・・・・・・・・・・・・・・・

●１月の相談日／フードエイド事業／善意銀行業務報告
　／南部町に行ってきました！(赤十字奉仕団)／ちょっと一息

・・・・

●平成26年度 境港市民社会福祉大会
　／祝 ことぶきクラブ創立50周年！

・・・・・・・・・・・・・

主な内容



フードエイド事業

ご寄付ありがとうございました

湊　 町 八 野 俊 二さま
大正町 石 川 肇さま

F&Y境港 廣 江 仁さま
そのほかにもたくさんの方から
食料品のご寄付をいただきました｡
ありがとうございました。

ご家庭で眠っている食材を寄
付していただければと思いま
す。寄付された食料品は市内
の生活に困っている方へ提供
させていただきます。

（平成26年10月16日～平成26年11月15日）
善意銀行業務報告

預託
の部

月 品　　　名 預託者

10
タオル	 60枚
バスタオル	 3枚
雑　巾	 100枚

郵便局長夫人会
弓浜部会

払出
の部

月 品　　　名 払出先

11
タオル	 60枚
バスタオル	 3枚
雑　巾	 100枚

市内福祉施設へ

（敬称略）

平成26年度 境港市民社会福祉大会
永年にわたり、社会福祉の発展のために尽力された方々に、表彰状と記念品が贈られました｡

　創立50周年を迎えた境港市ことぶきクラブ連合会が
浜の里（境港市老人福祉センター）で約30名の参加のも
と10月17日に「ヤマボウシ」を記念植樹しました。門脇
眞澄ことぶきクラブ連合会長より「ヤマボウシの花言葉
は『友情』。これから先も友情を一層深めて生きがいづく
りや地域支え合い活動に励みたい。この木は200周年、
300周年記念まで見守って生きてくれるのではと願
う。」とありました。最後は参加者全員による万歳三唱で
今後のさらなる発展を誓い合いました。

ことぶきクラブ創立５０周年！
記 念 植 樹記 念 植 樹

　境港市民体育館で10月21日女優の司 葉子さんをお
迎えして、「女優として　妻として　母として」と題する
記念講演会を開催しました。はじめに司 葉子さんがデ
ビューしてから現在に至る作品と名優との出会いについ
てのＤＶＤが放映されました。ついで司 葉子さんと夫で
元衆議院議員・相沢英之さんによるトークショーがあ
り、夫婦仲や長生きの秘訣を紹介、朗読劇「紀ノ川」の
一節も演じられ、会場からも歓声があがっていました。
参加者は約700名ありました。

記 念 講 演 会記 念 講 演 会

祝

◇
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者 

14
名

松
本

　伸

　
　柏
木
好
輝

　
　門
脇
絢
子

濱
田
脩
吾

　
　藪
内

　虔

　
　由
木
信
子

塩
見
洋
子

　
　渡
辺
は
る
み

　
　原
本
み
ど
り

堀
田
真
弓

　
　壽
美
一
郎

　
　遠
藤
博
江

清
水
厚
志

　
　倉
岡
三
百
子

社
会
福
祉
団
体
役
員
功
労
者 

４
名

松
永
林
造

　
　岩
佐
美
穂

吉
村
景
子

　
　田
口
徳
子

社
会
福
祉
施
設
職
員
功
労
者 

３
名

安
達
正
子

　
　足
立
育
世

　
　松
田
秀
子

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
功
労
者 

９
名

松
本
一
夫

　
　福
間
美
樹
也

　
　高
梨
雅
志

藪
内
清
志

　
　山
本
多
惠
美

　
　足
立
秀
明

松
本

　功

　
　間
瀨
輝
雄

　
　木
村
洋
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者 
17
名

門
𦚰
常
子

　
　松
本
睦
子

　
　松
本
凌
子

濵
田
紘
子

　
　足
立
圭
子

　
　濵
田
由
香

渡
部
瑞
子

　
　大
山
由
美
子

　
　永
井
悦
子

寺
本
芳
枝

　
　湯
越
加
代
子

　
　遠
藤
恵
子

永
井
み
さ
子

　
　永
井
弘
子

　
　足
立
由
美
子

三
浦
千
恵
子

　
　下
山
江
津
子

◇
境
港
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
会
長
表
彰

自
立
更
生
者 

２
名

佐
々
木
年
子

　
　堀
田
裕
子

重
症
家
族
介
護
者 

１
名

米
谷
美
惠

協
会
協
力
功
労
者 

１
団
体

境
港
海
陸
運
送
株
式
会
社

◇
境
港
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰

共
同
募
金
運
動
功
労
者 

９
名

松
本
一
夫

　
　佐
々
木
博
行

　
　三
宅

　勇

石
田
幸
治

　
　湯
越
加
代
子

　
　足
立
秀
明

奥
村
敏
彦

　
　森
脇

　宏

　
　坂
本
六
男

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

青空の下、笑顔で万歳三唱

相沢英之さんと司葉子さんのご夫婦でのトークショー

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
（１月は第3・第5金曜日）

１月16日、30日
1３：00

～

1６：00

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（１月は第2・第4金曜日） １月９日、23日
1３：３0

～

1５：３0要予約

◦法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第2木曜日） １月8日

1３：00

～

1６：00行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

１月9日

☎４５–６１１６
境港市社会福祉協議会

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

★心配なこと、困っていること、何でもOK!
　悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日１月

赤十字奉仕団

連絡先
☎４2－3450（伊東）まで
境港市赤十字奉仕団

　10月21日、境港市赤十字奉仕団19名が南部町赤十

字奉仕団との交流を行いました。南部町では奉仕団活動

の一環としてプルタブの回収を行い、車イスの購入資金

に充てているとのことでした。

　境港市赤十字奉仕団では団員を募集しています。入団

希望の方は下記までご連絡ください。

有
料
広
告

ち
ょっと

　一息

ひ
と
い
き

　三
下
り
半
と
い
う
の
は
封
建
時
代
の

〝
離
縁
状
〞
の
こ
と
で
す
。

　「
其
元
儀

　我
が
意
に
叶
わ
ず

離
縁
致
し
候
へ
ば

　何
方
へ
縁
付

候
ど
も
我
方
に
て
一
切
構
御
座
候
也
」

　現
代
調
に
解
説
し
ま
す
と
、「
俺
は
お

前
を
気
に
い
ら
ん
、離
縁
す
る
か
ら
ど

こ
の
誰
に
縁
づ
い
て
も
よ
し
、今
後
お

れ
に
は
一
切
関
係
な
い
」と
三
行
半
で
書

い
た
の
で
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　女
性
は
こ
ん
な
紙
切
れ
一
枚
で
放
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
た
ま
っ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
封
建
時
代
は
そ
れ
ほ

ど
女
性
の
地
位
が
低
か
っ
た
の
で
す
。

広
報
委
員

　池

　久
満
太

「
三
下
り
半
の
離
縁
状
」

く
だ

は
ん

み

そ
こ
も
と
ぎ

わ

い

か
な

り
え
ん
い
た

そ
う
ら
え

い
ず
こ

え
ん
づ
き

そ
う
ら
え

わ
が
ほ
う

い
っ
さ
い
か
ま
わ
ご
ざ
そ
う
ろ
う
な
り

■こだま 2こだま■3



認知症徘徊者見守り訓練

　10月26日に約30名参加のもと「渡地区認知症

徘徊者見守り訓練」が実施されました。昨年と同

様に市社協職員３名が徘徊者に扮して渡地区内に

分散し、地域住民による捜索活動が行われまし

た。捜索終了後は公民館で反省会があり、参加者

からは「見つけたときの対応についてもっと勉強

をしたい｡」との意見が聞かれました。

温かいご寄付
ありがとうございます

地 区渡

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

10.16
16
16
17
17
20
20
21
22
28
28

30，000
30，000
50，000
50，000
20，000
30，000
70，000
50，000
30，000
30，000
30，000

大 西 廣 志
永見せい子
手 島 清 一
渡 辺 　 実
櫻 井 　 縫
足 立 　 一
酒 井 　 英
渡 辺 憲 雄
加藤日出雄
堂 野 　 学
⻆ 　 房 枝

大 西 亮 太
永 見 達 夫
手 島 　 久
渡 辺 俊 介
櫻 井 　 豊
足立千恵子
酒 井 建 治
渡 辺 　 治
加 藤 謙 司
堂 野 歌 子
⻆ 　 輝 夫

渡 町
幸 神 町
明 治 町
森 岡 町
花 町
幸 神 町
朝 日 町
森 岡 町
誠 道 町
誠 道 町
小 篠 津 町

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

10.29
31
31

11.　4
7
10
10
13
13
14

50，000
30，000
30，000
50，000
30，000
30，000
30，000
30，000
30，000
30，000

根平惠美子
柏木きく江
松 本 富 子
遠藤アサ子
昌 司 利 春
藤本トシエ
松 本 達 夫
川本喜三郎
高梨みゆき
黒 見 正 弘

永 見 誠 人
柏 木 嘉 明
松 本 直 子
遠 藤 雅 己
昌 司 達 郎
藤 本 勝 美
松 本 泰 明
川 本 春 江
高 梨 　 喬
黒 見 真 一

中 町
清 水 町
渡 町
上 道 町
高 松 町
上 道 町
夕日ヶ丘２丁目
馬 場 崎 町
外 江 町
松 ヶ 枝 町

（平成26年10月16日～平成26年11月15日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会（浜の里・竹内町老人福祉センター東側）、または境
港市役所（福祉課）で取扱っています。

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

（敬称略）

月日 金額（円） 氏　　　　　名 摘　　　　　要

11.　4 110，000 牛乳パック再利用を考える境港市民の会 社会福祉事業へ

一　般　寄　付（平成26年10月16日～平成26年11月15日）
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